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農業水利事業は生産性の高い農地の整備を通じて，国内の食糧の安定的な供給を支えてきた．一方で甚大

な被害をもたらす水害への対応として流域治水の考え方が広まり，治水事業と農業の連携が重要な論点と

なっている．そこで本研究では，地形に特色があり，治水事業及び農業水利事業が多数行われてきた阿賀

野川右岸下流域を対象に，治水事業及び農業水利事業の歴史の整理や関連データの分析を通し，水田面積

や米の収量との関係を明らかにした．大規模な治水事業の実施後に農業水利事業が行われ，農業水利事業

の実施期間に水田面積や収量には増加傾向がみられた一方，農業水利事業の終了後には市街化等により水

田面積が減少傾向にあることが確認された．これらの結果から，治水事業及び農業水利事業の展開と水田

利用の変化との間には時期的な対応関係がみられることが明らかになった． 
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1．序論 

 

(1) 研究の背景 

a) 流域治水における農地の位置づけ 

集中豪雨や台風による水害の頻発を背景に，流域

全体で総合的・多層的な対策を講じる流域治水が提

唱されており，ハード面の整備強化と関係者の協働

による水害対応が求められている 1)．この流域治水

においては，農地が洪水流出の抑制等で重要な役割

を果たすことが期待されており，田んぼダムとして

の農地の活用や，農業ダム・ため池等の農業水利施

設の多面的機能を活かした取り組みが行われている
2)．すなわち，流域治水を実効性のあるものとするた

めには，治水対策と農業との連携が重要な視点とな

っている． 

b) 越後平野における治水事業・農業水利事業 

越後平野では，砂丘列等の独特な地形条件のもと，

治水事業及び農業水利事業が多数行われてきた．大

熊 3)は越後平野における治水事業の歴史を整理し，

信濃川や阿賀野川等における放水路の開削経緯や近

代化に伴う事業内容の変化に着目し，江戸時代及び

明治時代の治水と利水の両立のための技術的工夫を

明らかにしている．越後平野における治水事業や農

業水利事業は土地利用や生活の在り方に影響を与え，

地域の暮らしと密接に結びついた河川環境を形成し

てきた．特に明治時代以降は，技術の進展に伴い，

河道改修や放水路の開削といった大規模な治水事業

が行われた． 

 

 

(2) 研究の目的 

 以上の背景から，本研究では新潟県の阿賀野川右

岸下流域における治水事業及び農業水利事業の歴史

や関連データを整理して分析し，同地域の治水事業

及び農業水利事業と水田面積や収量の変化との関連

性を明らかにすることを目的とする． 

 

(3) 既存研究の整理 

 関連する既存研究として，a)阿賀野川の農業水利

事業及び治水事業に関する研究，b)治水事業と農地

利用の関係に関する研究，c)農業水利事業及び土地

改良事業に関する研究，が挙げられる． 

a) 阿賀野川の治水事業及び農業水利事業に関する

研究 

阿賀野川の治水事業及び農業水利事業に関する研

究として，特定の地域における治水事業の歴史や水

害への地域の対応を扱ったものがある．五十嵐 4)は

亀田郷の治水事業と米の収量の関係を明らかにした．

田辺ら 5)は阿賀野川右岸における治水の歴史を扱い，

支流の安野川改修事業の歴史や地区による豪雨被害

の違いを明らかにした． 

b) 治水事業と農地利用の関係に関する研究 

治水事業と農地利用の関係に関する研究として，

農地利用の変化の歴史やその背景・要因に着目した

ものがある．矢澤ら 6)は荒川流域の堤外地を対象に，

農地の変遷と治水事業や国内外の社会的背景との関

係から，堤外地の役割変化を考察した．倉田ら 7)は

一関地区の水田地帯に着目し，同地区の農地への遊

水地整備に関する合意形成の過程や整備後の農地集

積を明らかにした． 



c) 農業水利事業及び土地改良事業に関する研究 

農業水利事業及び土地改良事業に関する研究とし

て，事業の制度や経緯，効果を扱ったものがある．

大橋 8)は明治時代以降の耕地整理・土地改良事業制

度の変遷や普及過程を明らかにした．櫻井ら 9)は宮

城県大崎地域の農業水利事業の実施過程や営農実態

に着目し，事業の効果を明らかにした． 

 

(4) 本研究の位置づけ 

 阿賀野川下流域については，特定地域における治

水事業の歴史の整理・分析や，左岸の亀田郷を対象

に治水・利水事業と米の収量の関係を明らかにした

既存研究が存在する．一方，阿賀野川右岸下流域を

分析した研究は管見の限り見当たらない．これらを

踏まえ，本研究では阿賀野川右岸下流域を対象に，

治水事業及び農業水利事業の歴史や関連するデータ

の整理・分析を通し，同地域における事業と水田面

積の変化や米の収量との関係を明らかにする． 

 

(5) 本研究の流れ及び方法 

まず 2 章で対象地の概要や地形条件を整理し，3

章では大正時代から現代までの治水事業及び農業水

利事業に関する情報を地図や年表を用いて整理する．

そして，4 章では水田面積の変化と米の収量・作付

面積のデータを整理し，その結果を踏まえ 5 章で同

地域における事業と水田面積の変化及び米の収量の

関係を整理する． 

 

2．研究対象地の概要 

 

(1) 対象地の選定 

研究対象地である阿賀野川右岸下流域は，一級河

川である阿賀野川の下流に位置し，治水事業及び農

業水利事業が継続的に行われてきた地域である．本

研究における「阿賀野川右岸下流域」とは，阿賀野

川沿川の新潟市北区，阿賀野市に加え，新発田市及

び聖籠町も含む範囲とする（図-2）． 

なお，本研究では治水事業を「河川管理施設を整

備する事業」，農業水利事業を「農業水利を実現する

ための事業」とする．河川管理施設とは「ダム，堰，

水門，堤防，護岸，床止め，樹林帯その他河川の流

水によつて生ずる公利を増進し，又は公害を除却し，

若しくは軽減する効用を有する施設」（河川法第 3 条

2 項）であるとするほか，農業水利とは「農業生産の

ために，水を貯留し，取水し，分水し，各ほ場に引

水して利用し，河川等へ排水する一連の行為と，こ

れを支える農業水利施設等と，人，組織，秩序等の

総体」10)を指すものとする． 

 

図-1 研究対象地の 4 自治体 

 

図-2 研究対象地周辺の色別標高図 

 

(2) 阿賀野川右岸下流域の地形条件 

 阿賀野川右岸下流域が位置する越後平野では，約

7,000 年前に形成された砂州をもとに最初の砂丘列

が形成された 11)．その後，運搬された土砂が冬の季

節風で戻されて堆積し，図-3（国土交通省の国土数

値情報を用いて作成）の沿岸部の黄色で示される海

岸付近の微高地が形成され，越後平野を流れる河川

は直線状に日本海へ流入できず，洪水被害の長期化

の要因となった 12)．そのため，砂丘列の内陸部の水

害リスクの軽減等を目的に，治水事業が行われた． 

 

3．対象地域における農業水利事業 

 

(1) 調査概要 

阿賀野川右岸下流域で行われた治水事業及び農業

水利事業の歴史や事業内容を整理するため，文献調

査を行った．文献として，阿賀野川右岸下流域の各

自治体の自治体史やホームページ，国土交通省や農

林水産省，新潟県の事業資料やホームページを参照

した．なお，本章以降に示す地図のベースマップに

は，国土地理院発行の「淡色地図」を利用した． 

 

 



(2) 国営阿賀野川農業水利事業 

阿賀野川右岸下流域で行われた農業水利事業の中

で，本研究では「国営阿賀野川農業水利事業」に主

に着目する．なお，1941（昭和 16）年から行われた

「阿賀野川沿岸大規模農業水利事業」及び第二次世

界大戦後に行われた「国営阿賀野川地区かんがい排

水事業」の 2 つを総称して「国営阿賀野川農業水利

事業」と呼ぶこととする． 

阿賀野川右岸下流域では，大正時代以降（表-1）

に技術的な制約が少なくなっていったことから，

1915（大正 4）年からの阿賀野川第 1 期改修工事等

により放水路の開削や排水機場の整備，用排水設備

の強化が進んだことで，洪水防御機能が高まった．

また，1941（昭和 16）年には第二次世界大戦を背景

に食糧の安定供給を図る農地開発法が制定され，阿

賀野川下流域においても「阿賀野川沿岸大規模農業

水利事業」が展開された 13)．同事業は第二次世界大

戦後に農林省に引き継がれ「国営阿賀野川地区かん

がい排水事業」として 1973（昭和 48）年まで行われ

た 14)．そのほか，国営福島潟干拓事業が 1968（昭和

43）年から行われ，食糧需要の拡大に対応した． 

また，国営阿賀野川農業水利事業で行われた関連

事業の歴史を表-2に，受益面積が判明している事業

の受益範囲及び国営阿賀野川農業水利事業で整備さ

れた排水施設を図-3に示す．なお，表-2で着色され

た事業は図-3に同じ色で受益範囲を示している． 

このように，大正以降の技術の近代化の進展によ

り，より大規模な治水事業が行われたことで洪水防

御機能が向上し，国営規模の農業水利事業が行われ

る条件が整い，用水の安定供給や配分が可能となっ

たことで地域内の農地が計画的かつ効率的に利用さ

れるようになったことがわかる．

表-1 大正時代以降の阿賀野川右岸下流域における治水事業・農業水利事業の年表 15)-21) 

 

表-2 国営阿賀野川農業水利事業及び関連事業の年表 22)-28) 

 



 

 
図-3 国営阿賀野川農業水利事業における受益範囲

と排水施設 29)-30) 

 

4．水田面積と収量の関係 

 

(1) 水田面積の変化 

 治水事業及び農業水利事業に関連するデータとし

て，国土地理院発行の 25,000分の 1地形図「新発田」

「天王」「水原」「松浜」内の阿賀野川と加治川に囲

まれた範囲を対象に，水田面積の変化を地図上に反

映し，治水事業や農業水利事業との関連を分析する．

対象時点は，測量や編集時期の差を考慮し，すべて

同一年又は前後 3 年以内の地形図が存在し，かつ 4

年以上の間隔がある 10 時点を選定した（表-3）．こ

れらの地形図を用いて各時点の水田を地図上に反映

し，事業の歴史や社会的・制度的背景を踏まえ，10

時点のデータを第Ⅰ期（近代化前～戦前，1912 年，

1934 年），第Ⅱ期（戦後の拡大期，1948 年，1971 年，

1975 年），第Ⅲ期（土地改良完成・安定期，1985 年，

1990 年，1996 年，2002 年，2023 年）の 3 期に区分

した．各時期に含まれる 2 又は 3 時点の水田データ

を重ねて表示し，各時期に増加した水田を黄緑，減

少した水田を薄赤，常に水田であった箇所を濃緑，

一時的に水田として利用された箇所を薄青で示した

ものを図-4～6に示す．また，10 時点のどの時点か

ら水田であったかを表したものを図-7に示し，対象

範囲における水田の合計面積の推移を図-9 に示す．

なお，図-7では，年次間の位置ずれやデータ精度の

差により一部のポリゴンで水田履歴の判定が困難で

あった箇所については，2023（令和 5）年時点の水田

データでマスキング（灰色部分）している． 

 

 

 

 

 

 

表-3 各年の地形図の発行状況 

 

 
図-4 第Ⅰ期（1912 年，1934 年）の水田の変化 

 
図-5 第Ⅱ期（1948 年，1971 年，1975 年）の水田

の変化 

発行年 新発田 天王 水原 松浜

1912 （ 大 正 元 ） 年 〇 〇 〇 〇

1914 （ 大 正 3 ） 年 〇 〇 〇 〇

1926 （ 大 正 15 ） 年 〇 〇 〇 ×

1931 （ 昭 和 6 ） 年 〇 〇 1934 1934

1934 （ 昭 和 9 ） 年 〇 1933 〇 〇

1948 （ 昭 和 23 ） 年 〇 〇 〇 1947

1956 （ 昭 和 31 ） 年 × 〇 〇 〇

1968 （ 昭 和 43 ） 年 1971 1971 〇 1969

1971 （ 昭 和 46 ） 年 〇 〇 〇 〇

1975 （ 昭 和 50 ） 年 1977 1978 〇 〇

1981 （ 昭 和 56 ） 年 × 1978 〇 〇

1985 （ 昭 和 60 ） 年 1986 1986 〇 〇

1990 （ 平 成 2 ） 年 〇 〇 〇 〇

1996 （ 平 成 8 ） 年 1998 1997 〇 〇

2002 （ 平 成 14 ） 年 〇 〇 〇 〇

2010 （ 平 成 22 ） 年 〇 × 〇 2009

2023 （ 令 和 5 ） 年 〇 2020 〇 2021

〇：その年の地形図が存在

×：前後3年以内に発行された地形図が存在しない

数字：前後3年以内に発行されたその年の地形図が存在

水色は分析対象とする地形図



 

図-6 第Ⅲ期（1985 年，1990 年，1996 年，2002

年，2023 年）の水田の変化 

 

図-7 10 時点の水田データからみた水田形成時期 

 

図-8 各時点の水田面積の推移 

 

(2) 水稲収量・作付面積の変化 

次に，1929（昭和 4）年から 2023（令和 5）年まで

の旧・豊栄市（現・新潟市北区），新発田市，阿賀野

市，聖籠町の各自治体の水稲収量，水稲作付面積，

水稲作付面積 1ha あたりの水稲収量（以下，それぞ

れを収量，作付面積，単収という）を図-9～11に示

し，治水事業や農業水利事業との関連をみる．デー

タは，新潟県総務部統計課「新潟県統計年鑑」及び

「新潟県統計書」，農林省・農林水産省北陸農政局新

潟統計事務所「新潟農林水産統計年報（農林編）」，

農林水産省北陸農政局 31)の資料を参照した．なお，

1941（昭和 16）年と 1957（昭和 23）年の 4 自治体

域，2005（平成 17）年以降の新潟市北区のデータは，

それぞれ郡単位，新潟市全体のデータから市区町村

毎の作付面積で按分した値を算出したほか，1 石

=0.15t，1 町=10 反=1ha で計算した．また，図-9～11

では，第Ⅰ期（1912 年，1934 年），第Ⅱ期（1948 年，

1971 年，1975 年），第Ⅲ期（1985 年，1990 年，1996

年，2002 年，2023 年）の区別を図中に示した． 

 

図-9 各自治体の収量の変化（t） 

 

図-10 各自治体の作付面積の変化（ha） 

 

図-11 各自治体の単収の変化（t/ha） 

 



(3) 事業とデータの変化の関係の整理 

治水事業及び農業水利事業と水田面積や収量の関

係について，3 期区分に基づき整理する．まず，第Ⅰ

期は，阿賀野川第 1 期改修工事等の治水事業が実施

中であり，面積増加は限定的であった．これに対し，

第Ⅱ期は国営阿賀野川農業水利事業が進展した時期

に相当し，地図分析の対象範囲の南部や福島潟周辺

等において水田面積や収量，単収の増加が確認でき

る．一方，第Ⅲ期で水田面積が減少傾向にあり，市

街地周辺で顕著な減少がみられる．また，第Ⅱ期以

降，1966（昭和 41）年の下越水害等の大規模水害や

1993（平成 5）年の全国的な冷害時を除けば，収量や

単収の変動幅が相対的に小さくなり，生産性が安定

していることがわかる． 

 

5．結論 

3 章で整理した治水事業及び農業水利事業の歴史

より，近代化により大規模な施設等を整備できるよ

うになった大正時代以降には，阿賀野川第 1 期改修

工事等のより規模の大きな治水事業が行われ，洪水

防御機能が向上したことが確認された．その上で，

同地域で国営阿賀野川農業水利事業が展開され，農

業水利条件の改善が図られた．また，4 章での分析

により，国営阿賀野川農業水利事業の前後で収量や

単収，水田面積の増加が確認された．一方，事業終

了後は水田面積が減少に転じ，市街地等への転用が

進んだ．これらのことから，本研究で確認された水

田面積及び収量の増加傾向は，治水事業により洪水

リスクが低減し，農業水利施設の整備が進められた

時期が重なる中で生じており，同地域における水田

利用の安定化と一定の対応関係がみられる．なお，

水田面積や収量の変化には，農業水利事業に加え化

学肥料の普及や農業機械の導入等の技術的要因も影

響している点に留意する必要があるが，本研究は治

水事業及び農業水利事業の展開と水田利用の変化を

時系列的に整理したものであり，今後の流域治水を

検討する際に土地利用の変遷や地域条件を踏まえ農

地の役割を多面的に考えるための基礎的知見を提供

するものといえる． 
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